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【方法・対象】2013 年 1 月から 3 月にえりも町において 70 歳以上 80 歳未満の
町民を対象とした教室を 2 週間ごとに 4 回行った。教室の初回と最終回には血
圧、握力、柔軟性、歩行能力の評価を行い、実施前後で比較した。また、2013
年 2 月から 3 月に 70 歳以上 80 歳未満のえりも町に在住する全町民 613 人のう
ち、在宅の 567 人に対して自記式アンケート調査を行い、379 人(66.8%)から回
答を得た。内容は基本属性、同居している家族構成、生活習慣、疾患の有無、
健康関連 QOL の評価としての SF-8 などであった。教室の参加者 25 人と同じ地
区に居住の不参加者 185 人の特性を比較した。さらに、平成 24 年 4 月 1 日から
平成 25 年 3 月 31 日までの調査対象者 379 人の一人あたりの総医療費に関する
分析を行った。統計解析は SPSS ver.20 を使用し、χ２検定、t 検定、ロジステ
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ている。本研究は医療過疎地域であると考えられるえりも町において、70 歳以上 80 歳未
満の町民に対して自記式調査、健康運動教室を実施した。さらに 1 年間の一人当たり総医
療費のデータを得て、それぞれを比較検討した。その結果、健康運動教室では拡張期血圧
を下げる効果が認められ、また、女性では身体的な問題のある人が、男性では消極的な心
理状態である人がより、教室に不参加となる傾向がみられた。そして、健康状態が良く維
持されている人や健康運動教室に参加した人の総医療費が低いことが示された。本研究に
よって、身体機能に効果があると考えられる健康運動教室に参加することは高齢者の健康
に有益であることが示され、そこに参加する人と参加しない人の間に健康関連 QOL の差が
あるということが示唆された。このことは今後の高齢者の健康づくりのために有用である
と考えられる。以上から、本研究は学位（医学修士）の授与に値するものと審査委員全員
から評価された。 
 
